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 つまり，医学教育の動向として，以下のような点が挙げられ，  
 社会的要請を踏まえた医学教育モデル・コア・カリキュラムの改訂 
 臨床研究に必要とされる基本的知識の修得など学部教育の充実 
















         論理的に表現できる。 
（改訂版） 講義，国内外の教科書・論文，検索情報などの内容について，重要事項や 















































































































 ラーニング・コモンズ ＊ 
 アメニティ･スペース ＊ 












○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国家試験対策コーナーの整備


















△ △ △ ○ △ △ × ○
視聴覚資料の利用頻度
○ ○ ○ × ○ × △ ○
24時間開館




供 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電子ジャーナル，外部データベースの利
用説明会の実施 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △
貴重書の保存・展示のためのスペース












オリエンテーションの実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ －
診療ガイドラインの作成支援
× × × × × × × －
学外者の館内閲覧・複写サービス
△ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
学外者に対する資料の館外貸出
× × × × × ○ ○ ○
医療関係者個人からの文献複写依頼受
付 × △ ○ ○ × ○ △ －
地元医療機関・団体との連携
○ × × ○ ○ × × －
学外者向けの医療情報コーナーの整備
× × × × × × × －
専門情報に特化する傾向
附属病院内図書室との連携
































  参考調査質問への対応 ＊ 
 診療ガイドラインの策定への参画 ＊ 
 地元医療機関・団体との連携 ＊ 
 学外者向けの医療情報コーナーの整備 ＊ 























 学部学生 30％，大学院生の 10％が図書館をあげている。図書館は，特に学部学生の居場
所となっている。 
②在籍学部への満足度 
































































































窓，トイレ等を中心に利用環境も劣悪なものとなっている。   






  以上の結果，施設の現状と課題については，以下のことが言える。 

















































2. 受付＞依頼件数→ 本学所蔵資料への全国的なニーズは高い＝保存の必要 
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④ 今後 10 年間の増加見込み冊数（２．２万冊） 
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ルオンラインをはじめとする電子ジャーナルパッケージ,New England Journal of Medicine, 































































1. 省エネ・CO2削減   省エネ・CO2削減を意識した建物･設備とする。 
2. ICT の活用  eラーニング教材，学生の持ち込みノートＰＣ及び動画等広帯域通信に対
応できるネットワーク設備を備えた建物とする。 
3. 耐震等安全対策  耐震等安全性の高い施設・設備とする。 
4. バリアフリー バリアフリーを意識した施設・設備とする。  







第１４図 金沢大学キャンパス・マスタープラン 2007中の宝町･鶴間団地の屋外環境計画図 
医学系分館 
29
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■調査項目   ※出張当日に情報交換させて頂きたいと考えている事項です。よろしくお願いいたします。
















































































































































１－４ 自分のノート PCよりは，図書館備え付けの PCの方が利用されるか？ 
→自分の PC は無線 LAN がつながりにくい，つながるまで時間がかかる，医学書だけでも重いの
に PC まで学校に持ってくるのは大変との意見が多い。下級生でも実習等では PC を利用する機
会が多く，図書館備え付けの PC は調べ物などでほとんど誰もが利用したことがある。 また特に







































































































3784 4509 3474 2124 982 1845
272 356
3784 4509 3474 2124 1254 2201
251 240 180 243 104 106
50 48
251 240 180 243 154 154
3926 4539 5105 4319 2603
1723 2307 2662 1942 1719 1002
4(1) 5(1) 4(1) 2(1) 2(1) 3(1)
6.5 2.9 4.0 6.3 5.1 2.0
243 373 272 175 181 239
128 178 149 85 108 148
147 95 34 15 181 18
3059 3716 2958 2677 1103 2194
1019 1138 1248 782 995 755
2095 3618 1468 2026 1093 894
4916 6949 3821 6633 4902 *
2875 3691 2074 3316 2584 *
1249 1193 1134 1202 1243 *
333 414 150 428 393 *
77 129 138 118 122 105
18 29 12 16 6 13
17 22 11 14 5 12
１４日 １４日 １週間 １４日 １４日 １０日
５冊 ５冊 ２冊 ５冊 ５冊 ３冊
貸出冊数 26 106 33 21 3 26
借受冊数 104 12 23 34 31 21
提供件数 7290 5709 3476 2765 2770 4254
1枚：35円 1枚：40円 1枚：35円 1枚：40円 1枚：40円 1枚：35円
取寄件数 2662 2718 2475 2973 1820 2031
323 337 279 350 342 299
47 56 0 61 57 0














14 1787 0 2 0 345
実施 実施 実施 実施 実施 実施
回数 11 3 1 2 1
参加数 489 260 80 108 80
回数 7 7 0 1 0
参加数 104 347 0 106 0
回数 11 1 3 1 1 0
参加数 154 21 48 24 39 0
1978 1982 1967 1979 1961 1969
1996 2000 - - 2009 -
貸出規則 貸出期間（学生・図書）貸出冊数上限
総座席数(席）
館外個人
貸出
入館者数（千人）
貸出数（千点）
貸出数学生（千点）
所蔵雑誌
種数
所蔵計
本学と同規模大学の医学系図書館の基本統計値の比較
利用者用PC台数
主なサービス対象部局
大学名
※保健学系図書室
※保健学系図書室
総面積(㎡）
設置年（新築）
最終改修年
日曜・祝日開館日数（2008年度)
面積（㎡）
座席数（席）
学外者へ
のサービ
ス
対象者
貸出数
利用教育
新入生対象
図書館
利用
文献検索
データ
ベース検
うち外国語
受入雑誌
種数
受入計
うち外国語
年間開館日数
相互協力
業務
図書貸借
文献複写
蔵書冊数
（千冊）
蔵書冊数
うち洋書
開架図書冊数（千冊）
受入図書
冊数
受入計
うち洋書
うち受入購入
奉仕対象
数
総数
うち学生
職員 専従（兼務）非常勤・臨時
??４
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